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皆様、こんにちは。
梅雨時ではあります
が、盛夏到来の様相、
各位におかれまして
は、ますますご健勝
にてご活躍のことと

お察し申し上げます。
さて、去る４月13日(土)に定時

総会が終わり、その後議事録の送
付とあわせ、会費の納入及び寄
付金のお願いをさせていただきま
した。殆どの会員様より会費の納
入と予備会員の皆様から、寄付金
等が納入されたと事務局よりご報
告をいただいております。有難うご

ざいます。
尚、6月末日が締め切りとなっ

てはおりますが、納入を失念され
ている方、又はご寄付をご検討さ
れている方は、引き続きよろしくお
願いいたします。
話は変わりまして、今期の活動

計画のスローガンは「掃除道を家
庭に学校に職場に地域に」です。
今回の会報に実践者として、千葉
県立越智中学校の三橋伸夫校長
先生と立花幹也会員の実践報告
を掲載させていただきました。とて
も有難く感動した次第です。どうか
会員各位の皆様もご自分の身近

なところから掃除道を取り組んで
いただき、体験をしていただきた
いと思っております。このことは惹
いてはご自分の心磨きは勿論のこ
と、「心のすさんだ社会の浄化運
動」になるものと確信しております。
皆様のますますのご実践とご活

躍をご祈念申し上げご挨拶といた
します。
感謝

今回、平成３０年１１月５日に、
「印旛掃除に学ぶ会」の方々をお
招きして、「越智中学校掃除に学
ぶ会」を実施しました。２年生の生
徒６５名、２学年職員、特別支援学
級の生徒４名、教務主任、校長の
私が参加しました。
そもそものきっかけは、本校教

務主任が、１０年ほど前に、鍵山秀
三郎さんのことを知り、ぜひ機会
があればやってみたいとかねがね
考えていたことと、本校が今年度
千葉市環境教育モデル校に指定
されたことのタイミングが一致した
ことです。
また、今年の千葉県校長研修

会において、「日本を美しくする
会」会長の利哲雄さんからお話を
聞く機会がありました。大変感動し
たのですが、そのとき、そうだこの

話は、本校でやる予定のトイレ掃
除の話だと気づきました。このタイ
ミングの良さにびっくりしました。
最初に開会式です。生徒たち

は、なんとなく重い雰囲気です。４
班編成で、世話人の方々がそれ
ぞれ２名ずつ付きます。１班２０名
ほどで、１セットのトイレ（男子用・
女子用）を掃除します。１人ひとつ
のトイレ掃除をするということで、
私は男子の小便器を担当しました。
クレンザー（クリームクレンザー・カ
ネヨン）をつけたスポンジで便器を
磨き、汚れが取れない部分はナイ
ロンたわしやサンドメッシュで磨き
ます。磨きながら無心になりました。
金属の部分も光ってきて、汚れを
流して水分を取ると、見違えるよう
になりました。周りの生徒の中から、
使うのがもったいないという声も上

がっていました。片付けも入れて２
時間半はあっという間でした。まだ
まだ磨いていたかったというのが
本音です。使った道具もきれいに
ゆすぎ、床の水分を取って終了で
す。
生徒たちはきれいになったこと

に感動し、達成感がありました。開
会式のなんとなく重たかった雰囲
気はどこかへ消え、明るい笑顔が
見えました。私もとてもすがすがし
い気持ちでした。すぐに出張へ出
かけなくてはいけなかったので、
余韻を味わう時間がなくて残念で
した。ぜひ他の学年でも機会を設
けたいと思います。
今回、素晴らしいトイレ掃除の

機会を与えてくださった、「印旛掃
除に学ぶ会」の世話役の皆様、本
当にありがとうございました。

ＰＳ．コメント
この原稿は、校長先生ご自身の執筆でございます。直ぐに掲載させて頂くべき所、当方の都合により本会報
誌７月号に掲載させて頂きました。

「越智中学校掃除に学ぶ会に参加して」
千葉県立越智中学校 校長 三橋 伸夫

汚れた地球を

美しい
地球に



「神社掃除を続けて２０年」 立花 幹也

今住んでいる公団住宅に入居
したのは西暦２０００年１０月１０日。
２ＤＫの広さは独居の私にはすこ
ぶる快適な広さです。５階建ての３
階部分の１室にしたのも、階段の
上り下りがこれから齢を重ねて運
動不足にもなっていくであろう自
分の体を維持するためにも“良”と
したのでした。崩した体調の回復
も計れると考えました。
入居後すぐに朝夕の散歩を始

めました。近隣の様子を知ることも
できました。広いこの高津地区の
氏神様である高津比咩神社の存
在も知りました。このお社に初めて
出会った朝、神社境内は枯落葉
で参道の石畳は全く見えませんで
した。このお社を御守りしている人

は誰もいないことは一目瞭然でし
た。本堂の裏手に廻るとほこりを
かぶった竹の箒（ほうき）が数本あ
りました。さっそく参道の掃き掃除

を始めました。掃
除に学ぶ会で学
んだ掃除実習の
心に火が灯った
のです。これがこ
の神社(高津比
咩神社)境内の
毎朝の掃除の始
まりです。すっか

りきれいに掃き清めた拝殿の前で
掌を合わせてお詣りする喜びを感
じました。以来、毎朝の境内の掃
き掃除を続けて２０年になります。
きれいに掃除した参道に入り、

拝殿の前で掌を合わす参拝者が
徐々に増えてきて、亡くなられた
父親宮司さんの後を継がれた今
の若宮司さんもお仕事のやり甲斐
があるように見受けられます。少し
ずつ増えてきた参拝者の中にご自
身とお嬢様の病気平癒祈願なさる
初老のご婦人が、体調のよろしい
時に掃き掃除を手伝って下さるよ
うになりました。
村の鎮守様は住民の護り神様

です。神仏のご
加護を心から祈
るのは日本人の
心です。日本人
としての信仰心
を取り戻したい
ものです。

「指導手順の作成効果」

初めてのリーダーでも、慣れてい
るリーダーでも、さらにベテランの
リーダーでも、当日の指導手順を
作成し、掃除実習場所へ持ち込

んで活用すると素晴らしいリー
ダーシップが発揮できることにつ
ながるだろう。この指導手順書は、
リーダー研修係より示されるだろ

う。それを参照して自分の指導
手順を作成して
見ては！

２０１９/6/14近影（一部合成）

当日掃除実習の指導手順

1.身支度 学校の物は廊下へ
（長い物は横に、シートの上へ）
２.蛍光灯を掃除 ダウンライトには手を付けない
３.自己紹介 リーダーは今回の掃除に対する思い入れを熱く
４.道具の名前と使い方（サブリーダー）
５.便器の掃除の手順と方法を実演（リーダー）
６.掃除場所の分担を

〔１～６は２０分位〕
７.各自取り組む
①場を清める・スポンジで壁面や便器の垢おとし等
②便器の掃除

※サブリーダーも道具の使い方の面で指導
・一番汚れている所から→陰の部分へ→便所磨き
・床の作りにも注意 便器と床の接点も
小便器の水漉しも

③没頭できるようにしてやる
④言葉をかけ・励ます・引き出す・褒める
⑤結局は感動を抱いてもらえるようにすること

[①～⑤は５０分間くらい]

８.実習の後半
①使った道具はバケツへ
②各自の壁面の清掃
各ブースは５面もある

③全体を皆で床磨き（実演）※見守る
④道具の水洗い（実演サブリーダー）

※見守る
⑤床の水引き（実演リーダー）※見守る
⑥道具をしまう。
◎学ぶ会の道具はサブリーダーが

(班長あるいは班の人と)
◎学校の物はリーダーが

(二手になって)
⑦手を洗って全体を見渡して三角折も
⑧反省会そして礼を言って又綺麗さの自覚も
⑨窓閉め・表示はがし・電気消し（リーダーが）
⑩道具を持ち合って場を後に（サブリーダーが）

[①～⑨は４５分間位]
※⑩移動時間は余裕をもって！
※乾式トイレは床に排水溝がない。シンクの
活用を！

★ここにあえて指導手順書の事
を掲載しましたのは、その私案作
りとリーダーシップの重要性の強
調の為です。尚その参考になる
物を下記に示します。★

長谷川 昭次

尚、上記指導手順の参考になる物は、別紙（Ａ４）２枚を本会報誌に添付しました。

高津比咩神社 様

（２面）



“今
ま
で
主
力
だ
っ
た
カ
ネ
ヨ
ン
・サ
ン
ド
メ
ッ
シ
ュ
が
使
え
な
い
使
わ
な
い
”

-
-
-
抗
菌
仕
様
ト
イ
レ
の
場
合
、
今
ま
で
の
や
り
方

磨
き
方
の
す
べ
て
が
覆
っ
て
し
ま
う
の
か

-
-
-

〔
そ
の
心
と
手
順
〕

〔
そ
の
手
順
と
方
法
内
容

※
〕

※
こ
の
方
法
内
容
の
み
に
重
き
を
お
け
ば
掃
除
を
学
ぶ
会
に
な
る
だ
ろ
う
。

I.
掃
除
に
取
り
組
む
心
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
に

1
.
身
支
度

個
人
の
持
ち
物
は
、
色
柄
シ
ー
ト
※
の
上
に
置
く
。

※
大
き
さ
は
１
２
０
cm
＊
８
０
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い

2
.
学
校
の
物
は
廊
下
へ

学
校
の
備
品
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
シ
ー
ト
※
の
上
に
、
整
然
と
置
く
。
柄
の
長
い
も
の
は
横
に
し
て
置
き
、
衛
生
品
は
他
と
備
品
と
混
在
し
な
い
よ
う
に
置
く
。

3
.
ト
イ
レ
内
事
前
掃
除
と
準
備

参
加
者
の
特
性
を
考
慮
し
て
、
蛍
光
灯
、
換
気
扇
、
洋
式
便
座
ネ
ジ
弛
緩
の
前
準
備
と
床
掃
き
、
ト
イ
レ
出
入
口
の
マ
ッ
ト
敷
き
を
行
う
。

a
.蛍
光
灯
（
管
球
と
傘
）
は
雑
巾
で
汚
れ
を
落
と
し
、
直
ぐ
に
取
り
付
け
る
。
掃
除
の
手
元
が
明
る
く
な
る
よ
う
に
す
る
。
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
は
手
を
付
け
な
い
。

脚
立
を
利
用
す
る
時
は
、
二
人
ペ
ア
で
作
業
し
、
怪
我
事
故
の
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
。

b
.換
気
扇
は
先
ず
埃
（
ほ
こ
り
）
を
取
り
、
換
気
扇
カ
バ
ー
と
羽
根
を
は
ず
し
て
お
く
。
換
気
扇
の
掃
除
は
、
ト
イ
レ
掃
除
実
践
が
始
ま
っ
て
か
ら
行
う
。

c.
便
器
が
抗
菌
仕
様
の
時
は
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
中
性
洗
剤
を
薄
め
た
洗
剤
液
を
大
バ
ケ
ツ
に
作
り
、
便
器
の
数
だ
け
小
バ
ケ
ツ
へ
分
け
る
。

4
.
自
己
紹
介

リ
ー
ダ
ー
が
、
本
日
の
一
番
の
思
い
を
込
め
て
話
を
す
る
。

5
.
道
具
の
名
前
と
使
い
方
の
説
明

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
本
日
使
う
主
な
道
具
の
名
前
と
使
い
方
を
説
明
す
る
。

①
ス
ポ
ン
ジ
②
緑
色
の
ナ
イ
ロ
ン
タ
ワ
シ
③
中
性
洗
剤
ス
プ
レ
ー
④
タ
オ
ル
⑤
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル

そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
は
、
本
資
料
２
０
頁
か
ら
２
４
頁
、
ま
た
は
４
頁
の
ミ
ウ
ラ
折
り
資
料
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
掃
除
の
道
で
事
前
に
確
認
し
て
お
く
。

6
.
便
器
掃
除
の
仕
方
の
実
演

リ
ー
ダ
ー
が
実
演
す
る
。
男
子
ト
イ
レ
の
場
合
は
小
便
器
で
実
演
し
、
大
便
器
は
個
々
に
指
導
す
る
。

小
便
器
は
本
資
料
２
０
頁
⑥
、
大
便
器
は
本
資
料
２
１
頁
⑦
で
、
実
演
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
事
前
確
認
を
し
て
お
く
。

7
.
掃
除
場
所
の
分
担

分
担
場
所
は
、
参
加
者
の
希
望
、
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
が
指
名
を
す
る
。
（
リ
ー
ダ
ー
と
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
お
互
い
に
合
意
し
て
お
く
。
）

8
.
各
自
の
取
り
組
み

小
バ
ケ
ツ
へ
小
分
け
し
た
薄
め
た
中
性
洗
剤
液
を
配
布
す
る
。
こ
の
時
各
自
が
使
う
道
具
を
道
具
シ
ー
ト
か
ら
取
り
揃
え
る
。

II
.掃
除
に
没
頭
し
鍵
山
掃
除
道
の
体
得
が

で
き
る
よ
う
に
＊
約

4
0
分
間

本
資
料
７
頁
参
照

リ
ー
ダ
ー
は
心
の
面
を

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
道
具
の
使
い
方
の
面
を

II
I.
一
体
感
や
参
加
者
の
融
和
な
雰
囲
気
が
醸
し
出
せ
る
よ
う
に

①
使
っ
た
道
具
を
バ
ケ
ツ
へ

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
、
掃
除
に
使
っ
た
道
具
を
大
ま
か
な
種
類
ご
と
に
分
け
て
回
収
す
る
。
道
具
の
水
洗
い
時
に
、
種
別
ご
と
に
水
洗
い
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
壁
面
の
掃
除

本
資
料
１
６
頁
を
参
照
。
１
６
頁
で
は
洗
剤
液
に
ス
ポ
ン
ジ
を
浸
す
と
あ
る
が
、
中
性
洗
剤
ス
プ
レ
ー
と
読
み
か
え
て
理
解
す
る
。

③
床
磨
き

本
資
料
１
８
頁
を
参
照
。
自
分
の
便
器
周
辺
か
ら
中
央
部
へ
磨
く
範
囲
を
広
げ
、
中
央
部
分
で
は
、
全
員
と
磨
き
あ
げ
る
こ
と
で
一
体
感
を
醸
（
か
も
）
し
出
す
。

④
道
具
の
水
洗
い

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
３
つ
の
バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
水
洗
い
を
実
演
す
る
。
水
洗
い
方
法
は
、
本
資
料
１
７
頁
で
確
認
し
て
お
く
。

ま
た
、
排
水
口
が
無
い
乾
式
ト
イ
レ
は
、
ス
ポ
ン
ジ
、
タ
オ
ル
、
ナ
イ
ロ
ン
タ
ワ
シ
を
主
に
水
洗
い
を
実
施
す
る
。

⑤
道
具
の
後
片
付
け

こ
の
時
二
手
に
分
か
れ
て
、
リ
ー
ダ
ー
が
学
校
の
物
を
参
加
者
と
一
緒
に
元
の
状
態
に
戻
し
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
掃
除
に
学
ぶ
会
の
道
具
を
片
付
け
る
。

ま
た
、
誰
か
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
濡
れ
た
も
の
は
種
類
ご
と
に
バ
ケ
ツ
へ
分
け
て
、
乾
い
て
い
る
も
の
は
コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
る
。

⑥
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
三
角
折
り

手
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
三
角
折
り
を
す
る
。
先
端
を
内
側
へ
直
角
に
折
り
込
み
、
三
角
の
先
端
を
カ
バ
ー
で
押
さ
え
て
お
く
。

⑦
礼
を
言
い
合
っ
て
、
感
想
発
表

リ
ー
ダ
ー
の
司
会
で
、
参
加
者
の
感
想
を
良
く
聴
く
。
最
後
に
自
分
の
感
想
を
述
べ
る
。
必
要
に
応
じ
て
班
代
表
の
発
表
者
を
指
名
し
て
お
く
。

⑧
窓
し
め
、
消
灯
、
班
表
示
を
は
が
す

リ
ー
ダ
ー
が
忘
れ
物
等
の
確
認
を
し
な
が
ら
実
施
す
る
。
照
明
は
セ
ン
サ
ー
で
自
動
消
灯
す
る
タ
イ
プ
も
あ
る
。

⑨
道
具
を
持
ち
合
っ
て
場
を
後
に
す
る
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
先
頭
に
立
っ
て
道
具
を
返
却
場
所
へ
運
ぶ
。
リ
ー
ダ
ー
は
食
事
会
場
の
班
の
場
所
で
参
加
者
を
待
つ
よ
う
に
す
る
。

１

２

３

排
水
口

・・
・

没
頭

本
日
は

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！三
角
折

道
具
シ
ー
ト
例

リ
ー
ダ
ー
が

小
便
器
を

中
心
に
実
演

便
器
の
数
だ
け

小
分
け

素
早
く

バ
ケ
ツ
の
洗
剤
液
を
含
ま
せ
た

ス
ポ
ン
ジ
で
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
う

注
記
：
本
資
料
は
、
会
報
誌
に
同
封
し
ま
し
た
小
冊
子
「
研
修
資
料
」
か
ら
の
抜
粋
資
料
で
す
。
上
記
説
明
文
内
の
頁
数
は
、
研
修
資
料
の
頁
数
を
表
し
ま
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開催日 開催場所 実行委員長 世話人地区 参加人数

１月２０日(日) 千葉県立成田国際高等学校 日暮尚子 印旛 ８９名

２月２３日(土) 松戸市立東部小学校 大橋乃梨子 京葉 １７２名

２月２７日(水) 君津市立大和田小学校 行方誠 上総 ４８名

３月10日（日） 我孫子市立白山中学校 大塚直子 京葉 ５８名

３月２０日(水) 麗澤大学 富田裕之 れいたく １２名

３月２３日(土) 船橋市立南本町小学校 中條大輔 日本企画 ２０４名

５月２６日(日) 麗澤大学 富田裕之 れいたく １０名

毎週水曜日 会社～茂原駅周辺 秋葉幸男 茂原 １３名

令和元年 ７月～１２月千葉地区掃除に学ぶ会実施予定
７月２７日(土) 富里市立富里北中学校 鈴木正一 印旛

７月下旬 大網東小学校 山本三男 山武

８月 旭市立中央小学校 山本三男 山武

８月２４日(土) 富里市立富里中学校 鈴木正一 印旛

８月３１日(土) 船橋市立高郷小学校 佐藤太郎 日本企画

９月１８日(水) 麗澤大学 富田裕之 れいたく

１１月 未定 未定 京葉

１１月９日(土) 印西市立印旛中学校 鈴木正一 印旛

毎週水曜日 会社～茂原駅周辺 秋葉幸男 茂原

平成３１年 １月～令和元年６月掃除に学ぶ会活動および支援状況

編 集 後 記 長谷川 昭次
◆日本を美しくする会の活動方針
に「家庭に学校に職場に地域に掃
除を！」と謳っています。
２面に掲載の“神社掃除を続け
て２０年”は、地域に掃除を！その
ものではないかと思うのです。私
共千葉を美しくする会会員の中に、
このような方が居られる事は大き
な誇りであり、又感慨無量でもあり
ます。

◆今現在学校のトイレの床が乾式
になり便器が抗菌仕様になって行
く中、掃除に学ぶ会としては、どの
ように対応しそして取り組んで行っ
たらよいのだろうか。
その取り組みの際、方法や内

容に重きを置く事はもちろん大切
でありましょう。それと同時に心と
手順の事にも重きを置く事が大切
になりましょう。鍵山掃除道が感動
をもって伝わると言う時、この心と
手順はその感動を喚起する要因
となるのではないかと思うのです。
心と手順の事は、３面に掲載され
ております。特に左側に詳しく記
載しております。

◆７月号会報と共にお届けします
黄色の小冊子“研修資料”は思案
を重ねた上、試作されたもので、
それは何と言ってもリーダー・サブ
リーダーの働きによって掃除の班
のメンバーに感動を抱いてもらう
為には、どうすれば良いのかと言う
事がその中心でした。
感動を抱いてもらえるようにすれ
ば、乾式トイレであろうと抗菌仕様
便器であろうと、掃除に学ぶ会は
鍵山掃除道を共に継続
して行く事が出来るのだ
と、確信するのでした。
是非、手に取って見てく
ださい。

年２回発行（1月１日・7月１日）
発行所 NPO法人 千葉を美しくする会
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編集責任者 長谷川昭次 編集担当者 利 和則
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